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日常ストレス状況での友人への自己開示とソーシャル・サポート（4）
－開示に対する友人の受容的反応とサポートが気分状態に及ぼす効果－
　本研究では、大学生の親しい友人との関係における、日常ストレス経験の自己開示と開示に対する友人の受容的反応（話しを聴いて
くれたかどうか）、そしてその後に受けた友人からのソーシャル・サポートが気分状態の改善に及ぼす影響について検討した。調査には
大学生84人が参加し、過去１週間での日常ストレス体験、体験した場合にはその体験を親しい友人に開示したか、開示した際に友人
が話しを聴いてくれたか、その友人からサポートを受けたか、その結果として話す前よりも気分が和らいだか（直接的な気分の改善）を
たずね、別途、調査時点での全般的な気分状態についても回答させた。ストレス体験を自己開示した結果としてサポートが多く得られ
る場合には、単なる受容的反応以上に気分が和らぐとともに、ポジティブな気分を高めネガティブな気分を軽減させることが示された。
キーワード：ソーシャル・サポート、自己開示、ストレス、友人関係、心理的健康
Effects of disclosing everyday stress experiences to friends, and the effects of receiving social support from friends on mood states
were investigated. Participants were 84 university students,. They responded to questions about everyday stress experiences during the
preceding week, and about the self-disclosures they made about them to close friends. Participants also stated if the friends just listened
to the disclosure, if they received social support from the friends,, the degree of relief they obtained as a result of the disclosure, defined
as direct improvement in mood during the stressful situation, as well as about their overall positive and negative mood states. Results
indicated that social support following a disclosure of stressful experiences was more strongly related to the direct improvement of the
mood, the high frequency of positive mood and the low frequency of negative mood, than the friends merely listening to the disclosures.
Key words: social support, self-disclosure, stress, friendship, psychological well-being
問題と目的
はじめに
　日常の対人関係の中では、一方が自分のストレス体験に
ついて話し、それを受けて他方が何らかのサポート行為を
おこなうことがある。これは実質的に、従来の臨床社会心
理学や健康心理学で部分的に検討されてきた、ストレス経
験の自己開示、および開示後のサポート授受の過程といえ
る。
　しかし、従来のソーシャル・サポート研究では、この部
分に焦点をあてた研究はほとんどおこなわれてこなかっ
た。「サポート授受」の過程は、ソーシャル・サポート研
究における代表的な「サポート」の操作化の方法（サポー
ト･ネットワーク、知覚されたサポート、実行されたサ
ポート；福岡 , 2006a）のうち、「実行されたサポート」
に該当する。しかし、パーソナリティ変数のような形で測
定のできる知覚されたサポート（サポートの入手可能性の
知覚）あるいは対人関係の存在そのものを問うソーシャ
ル・サポート・ネットワークのアプローチに比べ、実際の
サポート授受の経験を問う実行されたサポートの研究は相
対的にあまり進んでおらず、研究の蓄積が待たれているの
が現状である（福岡 , 2007a; Rook & Underwood,
2000）。
　他方、自己開示に関しては当初から（たとえばJourard,
1971）精神的健康との関連性が指摘されてきた。ストレ
ス経験に関する自己開示の意義についても検討されてきて
おり（Pennebaker, 1997; 小口, 1998; 佐藤, 2005;
佐藤・坂野, 2000, 2001）、自己開示に対する受け手の
反応がストレス軽減や抑うつに及ぼす影響も検討されてい
る（丸山・今川, 2001, 2002；森脇・坂本・丹野, 2002）。
ただし、自己開示と精神的健康に関する議論においては、
近年の筆記療法に関する研究（Lepore & Smyth, 2002;
Smyth, Nazarian, Oikawa, & Oikawa, 2007）も含
め、開示行為そのもの、およびそれに伴う個人内の認知的
処理が主として問題にされている。開示に対する受け手の
反応に着目した研究でも、様々な状況での開示を累積的に
まとめていたり、あるいは開示行為一般への受け手の反応
を扱うにとどまっている。
筆者のこれまでの取り組み
　そこで福岡（2005）は、この問題への取り組みの端緒
として、大学生の親しい友人との関係におけるソーシャ
ル・サポートと自己開示の関係に注目し、まずストレス体
験時には親しい友人に対して自分の気持ちや体験の内容を
開示することが多い（ただし開示しない場合もある）こ
と、状況のストレス度が高いほど自己開示を多くおこなう
傾向にあることを見いだした、また、サポートの入手可能
性はストレス体験そのものには影響しない一方で、状況体
験時に自己開示をおこなうかどうかを左右することを明ら
かにした。加えて、ストレス状況を体験した場合に多くの
自己開示をおこなうことができている場合、ネガティブな
気分が軽減されることを報告した。
　また、福岡 (2006b）は、実際に友人から受けたサポー
ト（実行されたサポート）と気分状態に対するその影響に
注目し、まず日常ストレス状況の体験は気分状態に悪影響
福岡 欣治 Yoshiharu FUKUOKA
文化政策学部文化政策学科 Department of Regional Cultural Policy and Management, Faculty of Cultural Policy and Management
Effect of Disclosing Everyday Stress Experiences and Receiving Social Sup-
port from Friends on Mood: Merely Listening, Enacted Social Support, and the
Improvement of Mood
Effect of Disclosing Everyday Stress Experiences and Receiving Social Support from Friends (4)
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を及ぼすが、友人に自己開示ができることは、気分状態の
改善につながることを示した。ただし、ストレス体験に応
じて直線的に開示度が高まるわけではなく、また、相手と
の関係性を考慮した形での開示への抵抗感がみられること
も示唆された。加えて、ストレス体験後の自己開示に対し
て多くのサポートが得られることにより、ネガティブな気
分が軽減されポジティブな気分が促進されることを示し
た。
　さらに福岡（2007b）では、ストレス状況体験後の自
己開示と友人からのサポートによって、直接的な気分状態
の改善（気持ちが和らぐこと）がどの程度起こるのか、そ
してこの気分状態の改善ががその後の心理的適応（全般的
なポジティブ気分の向上とネガティブ気分の低減）に及ぼ
す影響について検討した。その結果、自己開示と友人から
のサポートはともに当該状況での直接的な気分の改善と関
連しており、直接的な気分改善は全般的なポジティブ気分
の高さおよびネガティブ気分の低さと強く結びついてい
た。なお、直接的な気分改善との関連性の強さは、友人の
サポートが自己開示を上回っていた。
本研究の目的
　本研究では、上記の一連の研究を補完し発展させるもの
として、福岡（2007b）の研究枠組みに、自己開示後の
友人の受容的反応（話を聞いてくれたかどうか）を加え
る。友人が何らかのサポートを提供してくれる前提とし
て、まず自己開示を友人が受け入れてくれる必要があるか
らである。その上で、従来の研究の結果を別サンプルで再
確認するとともに、自己開示に対する友人の受容的反応と
対比させながら、ストレス体験の開示をふまえたソーシャ
ル･サポートの効果についてさらに検討することを目的と
した。
　なお、本研究でも従来同様に大学生の友人関係に焦点を
当てるが、これは、大学生が詳細なやりとりに対する回答
が得られやすい比較的等質な集団であること、大学生に
とって友人が身近な存在であり、また自己開示の対象とし
て最も選ばれやすいこと（榎本 , 1997）、親子関係等と
異なりサポートのやりとりが義務的ではなく（稲葉 ,
1998）、相手との親密さにもとづいた自発的なものであ
ると考えられるためである。
方法
対象者
　大学生84名（男7名、女77名；社会人入学等を除く）
を対象に調査をおこなった。年齢は18－27歳であり、
平均年齢は19.6歳（SD=2.04）であった。なお、この
うち自宅通学者の割合は58.3％であった。
調査内容
　日常ストレス体験に関する質問 ①ストレス状況体験：
生活ストレス状況8つ（Table 1を参照）について、最
近1週間のうちに自分自身が各状況を体験したかどうか
を、3段階（2.大いにあった、1.少しあった、0.全然な
かった）でたずねた。②ストレス体験の自己開示：体験が
（大いに、あるいは少し）あった場合、その出来事やそれ
に関する自分自身の気持ちについて親しい友だちに話した
かどうかを、「2.大いに話した」「1.少し話した」「0.全然
話さなかった」の3段階でたずねた。③開示に対する受容
的反応：ストレス体験について（大いに、あるいは少し）
話した場合、その自己開示をに対して友だちが自分の話を
聞いてくれたかどうか、を「大いに聞いてくれた」「少し
は聞いてくれた」「あまり（または全然）聞いてくれなかっ
た」の3段階でたずねた。④開示後の友人サポート：「ス
トレス状況－支持的な働きかけ」の組み合わせ（Table1）
により、開示後に友人からサポートを受けた程度を、「2.
大いにそうである」「1.少しはそうである」「0.全然（ま
たはほとんど）そうでない」の3段階でたずねた。⑤直接
的な気分状態の緩和：ストレス体験後の友人との上記相互
作用の有無および内容を経て、自分自身の気持ちが和らい
だ程度を「大いに和らいだ（軽くなった）」「少しは和らい
だ（軽くなった）」「全然（またはほとんど）」和らがなかっ
た（軽くならなかった）の3段階でたずねた。
　なお、これらのうち「③開示に対する受容的反応」が福
岡（2007b）から新たに付け加えられた質問である。①
②④⑤はいずれも、これまでの研究と同様に、個々のスト
レス状況別に体験頻度や体験した場合について分析すると
ともに、8状況を込みにした総合的指標も集計し、後述の
全般的な気分状態も含めて、相互の関連性を検討すること
とした。
　心理的適応（全般的な気分状態）：筆者自身の従来の研
究（福岡, 2005等）と同様、20項目（ポジティブ・ネ
ガティブ各10項目）・3件法の尺度を用い、最近1週間
での気分状態をたずねた。前者の項目例は「ゆったりした
気持ちだ」「安心感を感じる」「陽気な気分だ」など、後者
の項目例は「物事に確信がもてない」「内心腹立たしく思
う」「あれこれ心配してしまう」などであった。評定は「1.
全然違う」「2.少しそうだ」「3.そのとおりだ」の3段階
であり、この1週間での気分をあらわすものとして各項目
がどの程度あてはまっているか、を回答させた。集計は尺
度別に評定の平均値を算出した。
No.　　　ストレス状況 　　友人サポート
1） どうしたらいいかと迷うようなことが･･･ 友だちなりの考えを言ってくれた
2） 気分的に落ち込んでしまうようなことが･･･ 私を元気づけてくれた
3） いらいらしたり腹立たしくなるようなことが･･･ 私の愚痴を聞いてくれた
4） 困ってしまうようなことが･･･ 相談にのってくれた
5） 頭を悩ませてしまうようなことが･･･ 冗談を言ったりして、私の気をまぎれさせてくれた
6） 不安になってしまうようなことが･･･ 私を励ましてくれた
7） 何かを決めなくてはいけないようなことが･･･ 私にアドバイスしてくれた
8） 気晴らしに何かしたくなるようなことが･･･ 一緒に何かしてくれた
Table 1　ストレス状況と開示後の友人サポートの組み合わせ
日常ストレス状況での友人への自己開示とソーシャル・サポート（4）
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手続き
　筆者が担当する心理学関連科目において授業中に調査票
を配布し、協力が自由意思によるものであることを説明の
うえ、協力を依頼しその場で回収した。調査は無記名でお
こなわわれた。協力者には謝礼として文房具（クリアフォ
ルダ）を用意した。なお、調査はいずれも当該科目の中間
試験に合わせて実施された。これは、福岡（2006b,
2007b）と同様、ストレス状況体験および友人との相互
作用が、回答者に共通して生じやすい時期と考えられたた
めである。
結果と考察
ストレス体験と自己開示
　ストレス状況の体験率と自己開示の実行率　最初に、各
ストレス状況の体験率と、状況体験時の自己開示の実行率
を調べた。Table 2に示すとおり、ストレス状況の体験率
（表左側）は59.5－78.4％であり、状況体験時の自己開示
の実行率（表右側）は、45.0－73.8％の範囲であった。これ
らの結果は、福岡（2005, 2006b, 2007b）とおおむね同
様であった。
　ストレス体験と自己開示の関係（状況別）　ストレス状況
の体験が「少しあった」場合と「大いにあった」場合での自己
開示の程度を状況ごとに比較したところ、クロス集計にも
とづく直接確率計算の結果、体験した状況のストレス度が
高いほど自己開示が有意に多くおこなわれていたのは、8
状況のうち4状況であった。これは、福岡（2006b）の調査2
と同じ状況数であった。なお、福岡（2005）では8状況中6
状況で、福岡（2006b）の調査1および福岡（2007b）では
2状況で、ストレス体験度が高いほど自己開示が有意に多
くおこなわれており、本研究ではそれらの中間的な結果と
いえる。ストレス体験が多いほど自己開示が多くおこなわ
れるという有意な関連性の傾向は、福岡（2005）をはじめ
先行研究と同様であった。
　各状況における状況体験時の開示度（回答の度数）と直接
確率計算の有意水準は、Table3に示すとおりである。
Table 2　ストレス状況の体験率と自己開示率
No.　　　　日常ストレス状況の項目内容
ストレス状況体験 体験時の自己開示
全然 少し 大いに 全然 少し 大いに
1)　どうしたらいいかと迷うようなことが･･･ 22.6 46.4 31.0 26.2 40.0 33.8
2)　気分的に落ち込んでしまうようなことが･･･ 26.2 41.7 32.1 46.8 27.4 25.8#
3)　いらいらしたり腹立たしくなるようなことが･･･ 26.2 53.6 20.2 50.0 21.0 29.0#
4)　困ってしまうようなことが･･･ 40.5 41.7 17.9 40.0 34.0 26.0
5)　頭を悩ませてしまうようなことが･･･ 28.6 45.2 26.2 41.7 43.3 15.0#
6)　不安になってしまうようなことが･･･ 28.6 48.8 22.6 55.0 26.7 18.3
7)　何かを決めなくてはいけないようなことが･･･ 40.5 29.8 29.8 44.0 36.0 20.0
8)　気晴らしに何かしたくなるようなことが･･･ 31.0 34.5 34.5 32.8 37.9 29.3#
#ストレス度が高いほど有意に開示量が多かったことを示す。
Table 3　ストレス体験の程度と状況体験時の自己開示
　　　 状況体験時の自己開示
状況No. 状況体験 直接確率計算
1
少しあった 12 18 9
大いにあった 5 8 13
p=.099
2
少しあった 21 9 5
大いにあった 8 8 11
p=.027
3
少しあった 24 13 8
大いにあった 7 0 10
p=.002
4
少しあった 16 12 7
大いにあった 4 5 6
n.s.
5
少しあった 20 15 3
大いにあった 5 11 6
p=.038
6
少しあった 25 10 6
大いにあった 8 6 5
n.s.
7
少しあった 13 10 2
大いにあった 9 8 8
n.s.
8
少しあった 14 10 5
大いにあった 5 12 12
p=.030
単位：人
全然話さ
なかった
少し
話した
大いに
話した
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状況別にみた自己開示、受容的反応、サポートの相互関係
　自己開示と友人の受容的反応　ストレス体験について自
己開示した場合に友人が聞いてくれたかどうかについて、
クロス集計をおこなった（Table4）。開示をしたにもかか
わらず友人が聞いてくれなかった、という回答はわずかで
あった。直接確率計算によれば、6状況で有意、2状況で
有意傾向の関連性がみられた。いずれも自己開示が多いほ
ど友人が受容的に反応しているというものであり、特に
「大いに話した」場合にはほとんどの回答者が「大いに聞
いてくれた」と回答していた。「少し話した」場合の友人
の反応にはややばらつきがあった。
　自己開示と友人のサポート　ストレス体験について自己
開示した場合に友人からサポートが得られたかどうかにつ
いて、クロス集計をおこなった（Table5）。直接確率計算
によれば、8状況のうち6状況で有意、1状況で有意傾向
の関連性がみられた。有意水準に達していなかった1状況
を含め、いずれも自己開示が多いほど友人から多くのサ
ポートを受けている、というものであった。この結果は8
Table 4　ストレス体験時の自己開示と友人の受容的反応
開示に対する友人の受容的反応
状況No. 直接確率計算
1
少し話した 1 11 14
大いに話した 0 2 20
p=.009
2
少し話した 0 9 8
大いに話した 0 3 13
p=.071
3
少し話した 1 4 8
大いに話した 0 1 17
p=.084
4
少し話した 1 11 5
大いに話した 0 1 12
p=.001
5
少し話した 0 17 9
大いに話した 0 0 9
p=.001
6
少し話した 2 8 6
大いに話した 0 1 10
p=.021
7
少し話した 1 10 7
大いに話した 0 1 9
p=.016
8
少し話した 0 10 12
大いに話した 0 0 16
p=.011
単位：人
あまり／全然
聞いてくれなかった
少しは
聞いてくれた
大いに
聞いてくれた
状況体験時
の自己開示
Table 5　ストレス体験時の自己開示と友人からのサポート
開示に対する友人からのサポート
状況No. 直接確率計算
1
少し話した 1 15 10
大いに話した 1 3 18
p=.003
2
少し話した 4 9 4
大いに話した 1 3 12
p=.010
3
少し話した 0 8 5
大いに話した 0 5 13
p=.079
4
少し話した 2 12 3
大いに話した 0 3 10
p=.004
5
少し話した 4 17 5
大いに話した 0 3 6
p=.047
6
少し話した 1 14 1
大いに話した 0 1 10
p=.000
7
少し話した 1 11 6
大いに話した 0 1 9
p=.010
8
少し話した 5 10 7
大いに話した 1 5 11
n.s.
単位：人
全然
そうでない
少し
そうである
大いに
そうである
状況体験時
の自己開示
日常ストレス状況での友人への自己開示とソーシャル・サポート（4）
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Table 6　ストレス体験時の自己開示に対する友人の受容的反応とサポート
開示に対する友人からのサポート
状況No. 直接確率計算
 聞いてくれなかった＃ 0 1 0
1  少しは聞いてくれた 2 8 3 p=.002
 大いに聞いてくれた 0 9 25
 聞いてくれなかった＃ 0 0 0
2  少しは聞いてくれた 4 7 1 p=.001
 大いに聞いてくれた 1 5 15
 聞いてくれなかった＃ 0 0 1
3  少しは聞いてくれた 0 5 0 p=.008
 大いに聞いてくれた 0 8 17
 聞いてくれなかった＃ 1 0 0
4  少しは聞いてくれた 0 10 2 p=.002
 大いに聞いてくれた 1 5 11
 聞いてくれなかった＃ 0 0 0
5  少しは聞いてくれた 3 12 2 p=.050
 大いに聞いてくれた 1 8 9
 聞いてくれなかった＃ 1 1 0
6  少しは聞いてくれた 0 9 0 p=.000
 大いに聞いてくれた 0 5 11
 聞いてくれなかった＃ 0 1 0
7  少しは聞いてくれた 1 7 3 p=.024
 大いに聞いてくれた 0 4 12
 聞いてくれなかった＃ 0 0 0
8  少しは聞いてくれた 4 7 0 p=.000
 大いに聞いてくれた 2 8 18
単位：人
＃実際の選択肢は「あまり（または全然）聞いてくれなかった」
全然
そうでない
少し
そうである
大いに
そうである
開示に対する友人の
受容的反応
状況すべてにおいて有意な関連性が認められた福岡
（2006b, 2007b）とほぼ同様であり、特に「大いに話
した」ときにはほとんどの場合、サポートも「大いに」お
こなわれていた。他方、これに対して「少し話した」場合
のサポートの程度にはばらつきがあり、結果的に、友人の
受容的反応に比べると、サポートの実行率は若干低い傾向
がみられた。
　自己開示後の友人の受容的反応とサポートとの関係　ス
トレス体験の自己開示後における友人の受容的反応とサ
ポートの関係について、クロス集計をおこなった。どの状
況でも有意な関連性がみられ、受容的反応をしている場合
にはサポートも多く提供する傾向があった。ただし両者は
完全に対応しているというわけではなく、特に「大いに聞
いてくれた」場合の友人サポートにはばらつきがみられ
た。有意水準にも5％～0.1％水準までの幅があった
（Table6）。
　自己開示、友人の受容的反応およびサポートと直接的な
気分状態の改善　ストレス状況を体験した場合、自己開示
とそれに対する友人の受容的反応およびサポートが、友人
との相互作用を経た気分状態の改善とどのような関係にあ
るのか、状況ごとにクロス集計をおこなった。Table7・
8・9に示すとおり、自己開示では4状況、受容的反応で
は5状況、サポートでは7状況で気分状態の改善と有意
な関連性があり（他に受容的反応で1状況が有意傾向）、多
くの自己開示をおこなうほど、友人が自分の話を聞いてく
れるほど、友人がサポートをしてくれるほど、気分状態は
改善されていた。これら3つの中では、友人から実際にサ
ポートが得られるほど、より広範に気分状態が改善される
と言える。なお、自己開示とサポートについては、前者が
5状況、後者が8状況すべてで気分状態の改善と有意な関
連性を示した福岡（2007b）とほぼ同様の結果であった。
状況込みの分析：心理的適応（全般的な気分状態）との関
連
　ストレス状況体験、体験時の自己開示、開示に対する友
人からのサポート、および直接的な気分状態の改善につい
て、それぞれ8状況を総合した指標を算出した。そして、
これらと全般的な気分状態との関連性を検討した。なお、
本研究の回答者においては、8つのストレス状況を過去1
週間に1つも体験しなかった人は皆無であった。
　その結果、まずストレス状況体験の合計点は、全般的な
ポジティブ気分と負の相関(r=-.35, p<.001)、ネガティ
ブ気分と強い正の相関(r=.72, p<.001)があった。また、
8状況の単純加算による自己開示度、受容的反応、ソー
シャル・サポートも、ネガティブ気分との間にそれぞれ有
意な正の相関(r=.30, p<.01、r=.32, p<.01、r=24,
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Table 7　ストレス体験時の自己開示と直接的な気分の改善
　　　　直接的な気分の改善
状況No. 直接確率計算
1
少し話した 3 19 4
大いに話した 1 13 8
n.s.
2
少し話した 5 8 4
大いに話した 1 8 7
n.s.
3
少し話した 0 10 3
大いに話した 1 8 9
n.s.
4
少し話した 2 15 0
大いに話した 0 6 7
p=.001
5
少し話した 8 16 2
大いに話した 0 3 6
p=.001
6
少し話した 3 12 1
大いに話した 0 4 7
p=.004
7
少し話した 4 10 4
大いに話した 0 5 5
n.s.
8
少し話した 1 15 6
大いに話した 2 5 10
p=.041.
単位：人
全然和らが
なかった
少しは
和らいだ
大いに
和らいだ
状況体験時
の自己開示
Table 8　ストレス体験時の自己開示に対する友人の受容的反応と気分状態の改善
　　　　直接的な気分の改善
状況No. 直接確率計算
聞いてくれなかった＃ 1 0 0
1  少しは聞いてくれた 2 11 0 p=.002
 大いに聞いてくれた 1 21 12
 聞いてくれなかった＃ 0 0 0
2  少しは聞いてくれた 4 7 1 p=.049
 大いに聞いてくれた 2 9 10
 聞いてくれなかった＃ 0 1 0
3  少しは聞いてくれた 1 3 1 n.s.
 大いに聞いてくれた 0 14 11
 聞いてくれなかった＃ 1 0 0
4  少しは聞いてくれた 0 11 1 p=.034
 大いに聞いてくれた 1 10 6
 聞いてくれなかった＃ 0 0 0
5  少しは聞いてくれた 5 11 1 p=.085
 大いに聞いてくれた 3 8 7
 聞いてくれなかった＃ 2 0 0
6  少しは聞いてくれた 1 8 0 p=.000
 大いに聞いてくれた 0 8 8
 聞いてくれなかった＃ 1 0 0
7  少しは聞いてくれた 2 9 0 p=.002
 大いに聞いてくれた 1 6 9
 聞いてくれなかった＃ 0 0 0
8  少しは聞いてくれた 1 8 2 n.s.
 大いに聞いてくれた 2 12 14
単位：人
＃実際の選択肢は「あまり（または全然）聞いてくれなかった」
全然和らが
なかった
少しは
和らいだ
大いに
和らいだ
開示に対する友人の
受容的反応
日常ストレス状況での友人への自己開示とソーシャル・サポート（4）
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Table 9　状況体験に伴う開示後のサポートと直接的な気分の改善
　　　　直接的な気分の改善
状況No. 直接確率計算
 全然そうでない 2 0 0
1  少しそうである 2 15 1 p=.000
 大いにそうである 0 17 11
 全然そうでない 4 1 0
2  少しそうである 2 9 1 p=.000
 大いにそうである 0 6 10
 全然そうでない 0 0 0
3  少しそうである 1 7 5 n.s.
 大いにそうである 0 11 7
 全然そうでない 1 1 0
4  少しそうである 1 13 1 p=.017
 大いにそうである 0 7 6
 全然そうでない 4 0 0
5  少しそうである 4 15 1 p=.000
 大いにそうである 0 4 7
 全然そうでない 1 0 0
6  少しそうである 2 12 1 p=.001
 大いにそうである 0 4 7
 全然そうでない 1 0 0
7  少しそうである 3 8 1 p=.007
 大いにそうである 0 7 8
 全然そうでない 2 4 0
8  少しそうである 1 12 2 p=.000
 大いにそうである 0 4 14
単位：人
＃実際の選択肢は「あまり（または全然）聞いてくれなかった」
全然和らが
なかった
少しは
和らいだ
大いに
和らいだ
状況体験に伴う
開示後のサポート
p<.05)があった。これらの結果は、福岡（2005）をは
じめ先行研究と同様であり、ストレス状況を多く体験する
ほど気分状態が悪化すること、自己開示やサポートもまた
少なくとも見かけ上はネガティブ気分を助長するように見
えることを示すものである。なお、ストレス状況体験の合
計点と自己開示・受容的反応・サポートの間には、いずれ
も有意な正の相関があった（r=.48, r=.49, r=.41、いず
れもp<.001）。
　状況あたりの自己開示、受容的反応、サポートをそれぞ
れストレス状況の体験個数で除した「ストレス状況毎の指
標」は、福岡（2006b, 2007b）と異なり、全般的な気
分状態との間に関連性が認められなかった。しかし、開示
場面あたりでみると、サポートと直接的な気分状態の改善
（いずれも開示場面数で除した値）は全般的なポジティブ
およびネガティブ気分と関連していた。また、開示場面あ
たりのサポートと直接的な気分状態の改善には強い相関が
認められ（r=.66, p<.001）、これは受容的反応の場合
（r=.47, p<.001）よりも大きな値であった。そして、開
示場面あたりの気分状態の改善は、全般的なポジティブ気
分と有意傾向で正の相関があり（r=.21, p<.10）、ネガ
ティブ気分とは有意な負の相関があった（r = - . 2 4 ,
p<.05）。以上のうち、全般的な気分状態と他の変数との
相関は、Table 10に示すとおりである。
　これらの結果は、ストレス体験に応じて自己開示をし、
その結果としてサポートを受けることが、受容的反応と同
等ないしそれ以上に気分状態の改善につながることを示し
ている。また福岡（2007）と同様、受容的反応やソーシャ
ル・サポートと全般的な気分状態の間には、その状況にお
ける直接的な気分状態の改善が関与していることが示唆さ
れた。
総括と今後の課題
本研究のまとめ
　本研究の目的は、日常ストレス体験に関する自己開示と
その後のサポート授受に関する最近の研究、とりわけ福岡
（2007）を補完・発展させるものとして、大学生の親し
い友人との関係におけるストレス状況体験後の自己開示と
開示に対する友人の受容的反応（話しを聴いてくれたかど
うか）、そしてその後に受けた友人からのソーシャル・サ
ポートが、直接的な気分状態の改善に及ぼす影響、そして
直接的な気分状態の改善がその後の心理的適応（全般的な
ポジティブ気分の向上とネガティブ気分の低減）に及ぼす
影響について検討することであった。
Effect of Disclosing Everyday Stress Experiences and Receiving Social Support from Friends (4)
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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　大学生84名を対象とした調査の結果、ストレス状況体
験についての自己開示が親しい友人におこなわれると、ほ
とんどの場合友人は少なくともある程度まで話を聞いてく
れること、その後のサポート受領はストレス体験や自己開
示の程度によって若干異なること、直接的な気分状態の改
善は、自己開示や単なる受容的反応以上に、友人からサ
ポートを受領することによってなされることが明らかに
なった。また、自己開示に応じてサポートが得られること
によって生じる気分状態の改善が、全般的な心理的適応に
寄与することも改めて示された。
　本研究の結果は、福岡（2007）において指摘された「ス
トレス体験―友人への自己開示―友人からのサポート受領
―直接的な気分状態の改善―全般的な心理的適応の促進」
という一連の影響関係に友人の受容的反応を介在させつ
つ、受容的反応をこえた積極的な働きかけとしてのソー
シャル･サポートの意義を示唆するものといえる。
本研究の限界と今後の課題
　ただし、本研究は筆者のこれまでの研究（福岡, 2005,
2006b, 2007b）と同様の横断的な回顧報告のデータに
もとづくものであり、またとりわけ小さなサンプルによる
ものである。回答者は女子学生に偏っており、ストレス体
験あたりのサポートと全般的な気分状態の改善との間に有
意な関連性が認められなかった点は、それ以前の先行研究
（たとえば福岡, 2000, 2002等）とも異なる結果であっ
た。福岡（2007b）で述べた、「自己開示をしなくても相
手が自分のストレス状況体験に気づいてサポート提供して
くれる可能性」や「ストレス状況を体験しても他者に自己
開示することなく処理することで気分状態が変動する／し
ない可能性」も含めて、まだいくつも未解決の問題が残さ
れている。
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Table10　ストレス状況体験、自己開示、開示度あたりのサポートと心理的適応との関連性
指標群 指　標
心理的適応（全般的な気分状態）
ポジティブ気分 ネガティブ気分
 ストレス体験量 -0.35 *** 0.72 ***
 自己開示量 -0.14 0.30 **
単純加算  友人の受容的反応 -0.16 0.32 **
 友人からのサポート -0.09 0.24 *
 直接的な気分状態の改善 -0.05 0.21 *
 ストレス体験毎の自己開示量 0.02 -0.06
ストレス状況  ストレス体験毎の受容的反応 0.01 -0.08
体験毎  ストレス体験毎の友人からのサポート 0.07 -0.13
 ストレス体験毎の直接的な気分状態の改善 0.09 -0.16
 開示場面毎の友人の受容的反応 0.14 -0.23 +
自己開示場面毎  開示場面毎の友人からのサポート 0.20 + -0.22 +
 開示場面毎の直接的な気分状態の改善 0.21 + -0.24 *
　***p<.001  **p<.01  *p<.05  +p<.10
＃ストレス状況の体験個数で除した値
＃＃ストレス体験時の自己開示場面数で除した値
日常ストレス状況での友人への自己開示とソーシャル・サポート（4）
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